
　

■ガーデニング部とはどのような組織ですか
　ガーデニング部は、花が好きな人が集まって、
2005年に結成しました。現在、部員は 11人です。
私たちが学んでいるデザイン分野と環境問題を融
合させて形
にすること
はできない
だろうかと
考えています。
　主な活動は学内の花壇に花を植栽し、学内美化
を呼びかけると同時に、花やその育て方について
学習しています。
■活動紹介
　学内には、いくつも花壇があり、その中の一部
をガーデニング部が担当しています。季節にあわ
せて花を植栽したり、品種の違う花を育て比べて
みたりと、ただ花を咲かせるだけでなく、テーマ
を考え試行錯誤を繰り返しながら、ガーデニング
を楽しんでいます。
　また、最近見かけなくなってきたニホンタンポ
ポが自生するなど、学内には昔ながらの自然が息
づいているため、この環境を守り続けていきたい

と思ってい
ます。
もちろん、
ガーデニン
グ部は、大
学環境ネッ
トワーク（UE-net）に所属しており、近隣の大学
の環境系サークルとの交流・学習も積極的におこ

なっています。
環境の日ひ
ろしま大会
やフラワー
フェスティ

バルなどのイベントにも参加し、お互い協力しな
がらイベントを成功させてきました。
■活動への意気込みを教えてください
　ガーデニングと環境問題を融合したガーデニン
グ部らしい学習プログラムを考えていきたいと思
っています。例えば、押し花やクラフトといった
工作を行ないながら温暖化により生態系が徐々に
変化しつつあることを啓発するようなプログラム
などです。
　学内の花壇で育てた花を上手に活用し、たくさ
んの人に花に触れあってもらい、同時に自然環境
の変化について学んでもらえるような機会をつく
っていきたいです。  （地域支援課　馬場田真一）
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ネ
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Ｔ
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取
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。
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。
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、
環
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に
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慮
し

た
取
り
組
み
を
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っ
て
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る
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業
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な
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活
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る
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Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
」
を
ベ
ー
ス
に
、
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小
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な
ど
で
も
取
り
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と
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化
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出
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、
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の
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出
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使
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の
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務
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け
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て
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る
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こ
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削
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を
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る
た
め
の
仕
組
み
を
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業
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状
況
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定
す
る
。

　
Ｅ
Ａ
21
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は
平
成
八
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か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
認
証

登
録
制
度
と
し
て
は
平
成
十
六
年

に
開
始
し
た
。
平
成
二
十
年
九
月

末
の
認
証
登
録
状
況
は
全
国
で
二

千
八
百
六
十
二
社
、
広
島
県
は
四

十
社
。
広
島
県
内
の
認
証
登
録
数

は
平
成
十
九
年
度
か
ら
飛
躍
的
に

伸
び
て
お
り
、
本
年
度
は
後
半
に

さ
ら
に
二
十
件
以
上
の
認
証
取
得

を
予
定
し
て
い
る
（
図
１
、
グ
ラ

フ
１
参
照
）。
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が
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。

　
Ｅ
Ａ
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及
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た
め
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十
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月
に
は
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内
三
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で
説
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催
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。
Ｅ
Ａ
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催
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。
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で

　シリーズ６回目は、学内の美化を通じて、環境
問題を考えている広島女学院大学「ガーデニング
部」代表の青山恭子さんにお話をうかがいました。


